
令和3年8月の初旬～中旬にかけて、台風９号や活発化した秋雨前線の影響により、揚
倉山雨量観測所では8月8日からの一週間で470ｍｍもの降水量を観測しました。これは、
平成30年7月豪雨災害時の降水量に匹敵するものでした。
3年前は、台風が大雨をもたらした数日後に、活発化した前線の影響で戦後最大級の

災害が発生しました。長期間にわたり雨が降り続くと、土壌に大量の水分がたまり、土
砂災害の危険性が高まります。8月の長雨も3年前と同様に危険な状態であり、いつ災害
が起きてもおかしくない状況でした。
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防災あきふちゅう

８月の大雨と平成３０年７月豪雨

土砂災害には、土石流・がけ崩れ・地すべりの3種類
があり、それぞれを合わせた土砂災害警戒区域は全国で
66万か所を超えています。そのうち広島県には、全国
で最も多い4万7千を超える警戒区域が存在しています。
（令和3年3月31日現在）
広島県が含まれる中国山地の地表は、花崗岩が風化し

てできた「マサ土」と呼ばれる土壌で広く覆われており、
雨水を大量に含むと、土石流となって流れやすいという
特徴があります。県内では1999年、2014年、2018年
と多くの死者を伴う災害が発生しており、広島県と土砂
災害は切っても切れない関係にあります。

広島県と土砂災害

土砂災害の前兆
土砂災害は突然起こるものですが、まれに前兆が現れ

ることがあります。次の現象を確認した場合は、早めに
安全な場所へ避難してください。

・普段聞きなれない大きな音が聞こえる（山鳴り）
・土や木の葉が腐ったような異様なにおいがする。
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる。
・斜面から水が湧き出る。
・斜面から小石がパラパラ落ちてくる。 など

雨が止んだからといって、災害のリスクがなくなるわけではありません。土壌にた
まった水量が下がらない限り、土砂災害の危険な状態は続きます。
また、3年前の榎川のように、晴れていたときに河川が氾濫することもあります。
警戒レベル3・4などの避難情報に応じて避難することはもちろん、避難情報の発令が

なくても、身の危険を感じたら安全な場所へ早めに避難してください。
災害がいつ起こるかは誰にもわかりません。危険箇所にお住まいの人は、日頃から避

難場所や非常時の持ち出し品を確認するなど、災害に備えておきましょう。

避難の重要性


